
令和４年度「６０（ロクマル）プラス」優良実践校 実践校報告書 

 
１ 実践校名 

 
二戸市立仁左平小学校 

 
２ 実 践 名 

 
60プラスプロジェクトの児童会としての取組と、運動教室との連動 

 
３ 実施対象者 

 
全校児童 

 
４ 目 標  

 
従来の 60 運動の取組を発展させ、児童自らが運動・食・生活習慣について振り返り、
望ましい習慣について考え、身につけようとする意欲と態度を育てる。 

 
５ 実践内容 

 
(1) 1学期(1回目) 
① 代表委員会に、児童健康委員会から提案 

 7月の児童会取組として全校で60プラスプロジェクトに取り組む。 
② 健康集会 

 60プラスプロジェクトの内容と、運動や噛むこと、睡眠の役割や重要性につ 
いて児童健康委員会が発表し、噛み比べやゲームを実施。 

③ チャレンジカードを用いて1週間の取組 
④ 児童健康委員会で結果を集計し、児童朝会で報告 

(2) 2学期(2回目)、3学期(3回目) 
  本校では毎年運動量が少なめになる冬季間に5回、二戸市体育協会に講師を依頼し 
て「わくわくチャレンジ教室」という放課後1時間の運動教室を行っている。12月と 
2月のわくわくチャレンジ教室から1週間を60プラス週間として2回目・3回目の取 
組を行う計画だった。 
しかし、12月には本校で新型コロナウィルス感染拡大が起こったため、わくわくチ 

ャレンジ教室が中止となり、遊びや運動の制限も行わざるを得なかったため60プラ 
ス週間も中止とした。 
2月には予定どおり行うことができた。 
 

 
６ 成 果 

 
◎ 代表委員会での提案や健康集会により、時間をかけて内容を理解した上での取組に

することができたため、全校が足並みをそろえて意欲的に取り組むことができた。 

 
７ 課 題 

 
◎ 校報や保健だよりで家庭への周知を図ったが十分とは言えず、全体的に休日の運

動時間や睡眠時間が短かった。 
◎ 自分の目標を達成できない児童が固定化する傾向にあり、家庭の協力をいかに得

るかが課題である。 

 
８ 来年度以降

の予定 

 
 児童会としての取組が有効であったという振り返りに基づき、次年度も今年度と同様
の形で実施する予定である。ただし健康集会の内容については 60 プラスそのものをテ
ーマにするのではなく、別の視点から運動・食・生活習慣について楽しみながら学べる
内容に変えていく。 

 




















